
 

 

 

 

 

 

 

 既知の結晶方位をシュミレーションし完全極点図を作成 
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       Measure-data¥完全極点図を作成 



概要 

 結晶方位｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞は、極点測定からＯＤＦ解析を行いＯＤＦ図が求め、ＯＤＦ図から 

   結晶方位の定量を行うことが出来ます。 

   逆に、複数の結晶方位からＯＤＦ図を計算し、完全極点図を計算する事も出来ます。 

   以下に、ＬａｂｏＴｅｘソフトウエアによる方法を説明します。 

 

複数の結晶方位を指定 

 LaboTexのModelling->Model ODF機能で作成 

 

 

 

  brass,copper,cube,goss方位をそれぞれ２０％含まれる ODF図を作成します。 

   

   それぞれの結晶方位の Euler空間上の広がりを半価幅で１０degとしています。 

   この広がりは、全て独立で指定することも可能です。 

 

 で ODF図が作成出来ます。 

 

 



作成される ODF図 

  

完全極点図の作成 

 Calculation->ODF to APF で完全極点図を作成 

  

 

 

 

 

 



複数の極点図を作成 

  

作成された ODF図と極点図を同時に表示しています。 

 

 VolumeFracytionが同じでもCopper方位は他の方位に比べ、方位密度が１／２である事が分かります。 

 更に S方位は１／４である事もシュミレーションされます。 

 

 

 

 



極点図のＥｘｐｏｒｔ 

 完全極点図をテキストデータやＡＳＣデータに変換するために Export 

  

  

 Exportする極点図を選択 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



出力されるテキストデータ 

 複数の極点図が１つの TPF ファイルとして作成される 

 

 

 

テキストデータや ASCデータに変換 

ODFPoleFigure2->ToolKit->ODFAfter->MakePoleFileで Exportしたファイルを選択 

 

 

 

 

 

 



 

Exportされた個々の極点図を選択 

 

 

作成するデータのタイプを指定して OK 

 

極点図の選択を繰り返すと複数のファイルが作成される。 

 

 極点図の中心α角度を９０度とした(α、β、極密度)が作成される。 

 



作成された極点図の描画 

ODFPoleFigure2->ToolKit->ODFAfter->GPPoleDisplayで TXT2ファイルを選択 

 

で  

 

で  

 



実際の極点図から結晶方位の定量 

今までの流れの逆を行います。 

 

入力極点図 

  

入力極点図から ODF解析結果 

  

  

 

 

 

 

 



ODF図から VolumeFraction 

  

 で計算を開始 

  

 定量値を求めます。 


